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NAMAHAGEダリアを周年出荷へ!秋田･宮崎で産地間リレー出荷スタート

品種それぞれの魅力もさることながら、そのインパクトあるネーミングが
注目され、秋田県のブランドとして広く普及している「NAMAHAGEダリア」。

そのNAMAHAGEダリアを、一年を通して安定的に市場へ供給するための取

組として、秋田県と宮崎県で県をまたいだ”産地間リレー出荷”がいよいよ今
年から始まりました。（出荷期間は秋田：6～11月／宮崎：11～6月）

大田市場でリレー出荷をアナウンス！周年出荷をPR
宮崎県からのNAMAHAGEダリア出荷は10月

下旬から既に始まっていますが、今月13日に
は秋田･宮崎両県の生産者やJA、県関係者が㈱

大田花きでのせり前あいさつに立ち、両県農

政部局幹部より産地間リレーが始まり安定供
給が可能になることをお知らせし､周年での利

用を買参人や市場関係者に向けてPRしました。

同時に、大田市場花き棟の中央通路や仲卸､

りにて、品質が揃った両県のダリア
を展示し、リーフレットの配布等と

併せてより一層のPRを図りました。

リレー出荷が行われるのはNAMH
AGEダリアシリーズの中の４～５品

種で、市場展示ではその両県で共通

した品種を用意し、リレー出荷とな
る上で重要な品質格差がないことを

PRしました。

きっかけは普及指導員のつながり！産地間連携で花の利用拡大へ
宮崎県担当者によると、リレー出荷に取り組むきっか

けとなったのは両県の花き農業革新支援専門員のつなが

りでした。宮崎県でのダリア生産は東京都中央卸売市場

入荷量で13位（28年､27都道県中）と秋田県に比べて
多くありませんが、両県が連携することで通年にわたり

安定した供給が可能になり、更なるNAMAHAGEダリア

のブランド力強化につながると考えられます。また、宮

崎県にとってはすでに広く普及しているブランド力を生
かしたダリアの有利販売につながるなど、双方にとって

メリットのある関係が築かれています。

このような産地間連携はほかの花き品目や特定の品種
でも行われています（カーネーションなど）。また競合

する産地であったとしても合同でPR活動を行い（スイー

トピーなど）、特定産地だけでなく品目全体の活用を促
し、単独県の開催よりも効果を発揮する工夫を行ってい

ます。本県においてもこのような取組は効果的に県産花

きの有利販売につなげるヒントとなるかも知れません。
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*NAMAHAGEダリアとは･･･
■世界的に著名なダリア育種家である秋田国際ダリア園の鷲澤幸
治氏と秋田県が共同開発した「秋田県オリジナルダリア」で、平
成24年にデビュー。
■候補となる品種の中から、東京大田市場で行う人気投票の結果
をもとに選抜し、現在28品種のラインナップとなっている。今
後もシリーズの拡大を予定。（品種紹介は別紙参照）
■また、本格的な輸出を目指して平成28年からは香港への試験
的な輸出もスタートしている。

配布したリーフレット中央通路での展示

上段が秋田、下段が宮崎
品種は左が’チーク’、右が’キュート’

大田市場花き棟仲卸通りでの展示

せり前あいさつの様子
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